
単元で働かせる主な数学的な見方・
考え方を明確にし、その見方・考え方
を働かせるための発問例を具体化しま
す。それが「根拠」「解釈」「統合」
「発展」のどの視点なのか分類し、対
象の生徒を思い浮かべ、誰にどんな発
問をするか事前にイメージします。
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○個の学習状況を正しくとらえるための、予想される生徒の反応の具体化

○曖昧さを追究し、価値付ける的確な教師の発問

生徒が何を求めているかよく観察し、
生徒が必要としているときに、必要な発
問をします。「数学的な見方・考え方を
可視化し、価値付ける発問」「論理の飛
躍、曖昧な表現を追及する発問」をしな
がら、個に応じた指導を行い、生徒が
じっくり課題に取り組むことができるよ
うにします。
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